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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、微小管の核形成に必要なγ-チューブリン環複合体の構成要素をコードする。哺乳類細胞では、このタンパク質はγ-チューブリンと共存して中心体に局在する。結晶構造解析により、保存された疎水性コアの周囲に配置された5つのらせん束からなる構造が明らかになった。C末端ドメインに位置する露出した表面領域は、γ-チューブリンへの直接結合に必須かつ十分である。微小管構造を変化させるこの遺伝子の変異は、小頭症および脈絡網膜症と関連している。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。 [RefSeq提供、2015年5月],機能:ガンマチューブリン複合体は、中心体における微小管の核形成に必須である。,類似性:GCPファミリーに属する。,サブユニット:ガンマチューブリン複合体は、ガンマチューブリン、GCP2、GCP3、GCP4、GCP5、およびGCP6から構成される。,組織特異性:普遍的に発現する。,
	研究分野
	-
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	COLO細胞およびHT-29細胞のライセートをTUBGCP4抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GCP4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

